
増大する北朝鮮弾道ミサイルの脅威
１　ミサイル開発の多面的な目的
　北朝鮮のミサイルは、平成5年（1993年）
の弾道ミサイル「ノドン」の発射以降、我が
国周辺海域への発射が繰り返され、我が国の
安全保障上の脅威となってきたところ、近年
は、発射数が増加傾向にあり、脅威の度合い
が高まっている。
　北朝鮮の弾道ミサイル開発には、軍事面の
みならず、政治、外交、経済の各分野におけ
る目的がある。
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ICBM「火星17」（写真提供：Office of the North Korean 
government press service/UPI/アフロ）

　2度目の米朝首脳会談（平成31年〈2019年〉
2月）が決裂して以降、北朝鮮は、ミサイル
開発を加速させ、令和4年（2022年）には過
去最多となる59発の弾道ミサイルを発射した。
北朝鮮は、今後も軍事力強化や国威発揚など
の手段として弾道ミサイル開発及び発射を推
し進め、その過程では、大陸間弾道ミサイル

（ICBM）などの発射と発射の一時中断を組み
合わせて米国を揺さぶりつつ、その対北朝鮮
政策の転換や経済的見返りの獲得に努めるも
のと考えられる。
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２　北半球全域を射程に収める北朝鮮のミサイル群
　北朝鮮は、米国本土や米国の戦略資産（戦
略爆撃機など）の展開地であるハワイ、グアム、
在日米軍基地を標的とする戦略兵器として大
陸間弾道ミサイル（ICBM）や中距離弾道ミ
サイル（IRBM）、在韓米軍基地などに展開す
る米国の戦略資産などを標的とする戦術兵器

として短距離弾道ミサイル（SRBM）や巡航
ミサイルなどの開発を同時に進めている。
　ミサイル発射実験や軍事パレード等で判明
した主な弾道ミサイル群は、下図のとおりで
ある。
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３　不法なサイバー活動でミサイル開発の資金などを調達か
　北朝鮮が核・ミサイル開発を推進し、多数
のミサイルを継続的に発射するには、膨大な
費用を要し、制裁下にある北朝鮮の国力でこ
れを賄うのは困難と考えられるところ、近年
活発化している北朝鮮による暗号資産の窃取
がその資金源になっているとみられている。

　このほか、最近では、北朝鮮のハッカーが
海外からミサイル技術の窃取を図っていると
の指摘もあり、不法なサイバー活動が、北朝
鮮のミサイル開発において重要な役割を果た
していることがうかがわれる。
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